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本

市
の

公
共

下
水

道
計

画
は

、
汚

水
計

画
と

雨
水

計
画

か
ら

成
る

分
流

方
式

を
採

用
し

て
い

ま
す

。
こ

の
た

め
、

雨
水

の
排

水
計

画
は

、
本

市
全

体
の

河
川

排
水

計
画

と
整

合
を

図
っ

て
整

備
を

推
進

し
ま

す
。

　
ま

た
、

公
共

下
水

道
が

未
整

備
の

時
期

に
は

、
市

街
地

内
で

浸
水

被
害

が
著

し
く

、
緊

急
に

雨
水

排
水

の
整

備
を

必
要

と
し

た
地

区
に

都
市

下
水

路
を

指
定

し
て

い
ま

し
た

。
現

在
は

、
こ

の
都

市
下

水
路

も
含

め
て

公
共

下
水

道
雨

水
幹

線
を

排
水

区
域

ご
と

に
指

定
し

て
お

り
ま

す
。

　
雨

水
排

水
路

を
指

定
す

る
規

模
に

つ
き

ま
し

て
は

、
旧

佐
賀

市
市

街
化

区
域

と
久

保
泉

工
業

団
地

3
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0
7
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大
和

町
5
3
8
.
6
h
a
、

諸
富

町
3
0
2
h
a
を

加
え

公
共

下
水

道
整

備
計

画
区

域
3
9
1
2
.
6
h
a
の

水
路

（
法

河
川

を
除

い
た

水
路

）
は

、
全

て
雨

水
排

水
路

に
指

定
し

て
い

ま
す

。
例

え
ば

、
現

在
、

事
業

認
可

を
受

け
て

い
る

約
3
,0
4
5
h
a
の

区
域

に
は

雨
水

幹
線

水
路

の
延

長
だ

け
で

も
約

7
1
,
9
9
0
m
に
も

上
り

、
排

水
路

の
延

長
は

極
め

て
長

い
も
の

で
す

。
そ

こ
で

、
本
市

で
は

「
浸

水
に

強
い

ま
ち

づ
く

り
・

人
づ

く
り

」
を

目
指

し
、

浸
水

被
害

の
軽

減
を

図
る

こ
と

を
目

的
に

平
成

２
６

年
３

月
に

『
佐

賀
市

排
水

対
策

基
本

計
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』
を
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定
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た

し
ま
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た
。

本
計

画
で

は
、
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線
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路
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改
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、
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、
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ま

た
、
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辺

の
市
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に
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行
者
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安
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速

度
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、
通

過
交
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の
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除
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よ

り
「
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い
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境
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共
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て
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。
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大

和
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績
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開

発
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ん

３
の
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」
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完
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、
市

立
図

書
館
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ア
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セ
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る
。
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線
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南
北
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然
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岸
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ら
ぎ

の
あ

る
水

辺
空

間
を

整
備

し
て

い
る

。

　
旧

佐
賀
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、
約

2
,
0
0
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k
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お

よ
ぶ

水
路

が
網

の
目

状
に
張

り
め

ぐ
ら

さ
れ

て
お

り
、

住
民

の
生

活
の

な
か

に
水

と
の

関
わ

り
が

深
い

「
ま

ち
」

で
す

。
生

活
様

式
の

変
化

に
よ

り
水

路
が

汚
れ

、
水

と
の

関
わ
り

が
薄

れ
た

時
期

も
あ

り
ま

し
た

が
、

公
共

下
水

道
の

整
備

や
住
民

に
よ

る
河

川
清

掃
活

動
に

よ
っ

て
河

川
や

水
路

の
水

質
も

徐
々

に
回

復
し

て
き

ま
し
た

。
こ

の
水

路
網

は
、

本
市

の
財

産
で

あ
り

、
次

の
世

代
へ

受
け
継

い
で

頂
き

た
い

「
ま

ち
」

の
景

観
で

す
。

　
住

民
の

水
と

の
関

わ
り

が
、

国
土

交
通

省
よ

り
認

め
ら

れ
、

本
市
は

昭
和

6
1
年

4
月

に
ア

ク
ア

ト
ピ

ア
都

市
（

親
水

都
市

）
の

指
定
を

受
け

ま
し

た
。

そ
こ

で
佐

賀
城

下
の

町
割

の
趣

き
が

残
る

地
域

を
雨

水
排

水
路

の
整
備

を
核

と
し

て
“

み
ち

”
や

“
街

角
、

橋
詰

”
等

、
ま

ち
全

体
の
景

観
の

向
上

を
図

り
、

住
民

の
水

に
対

す
る

意
識

の
高

揚
を

促
し

、
水

と
緑

の
親

水
都
市

づ
く

り
を

目
指

す
こ

と
と

し
ま

し
た

。
ま

た
諸

富
支

所
管

轄
内
に

も
遊

歩
道

を
整

備
し

た
山

領
雨

水
幹

線
（

H
6
～

8
）

が
あ

り
ま

す
。

整
備

佐
賀

城
の

外
堀
で

あ
っ

た
十

間
堀

川
は

、
市

街
地

中
心

部
を

東
西

に
横

断
し

て
お

り
、

浸
水
防

除
を

図
っ

て
い

く
上

で
重

要
で

あ
り
、

中
心

商
店

街
の

商
業

活
動

、
生

活
の
場

と
し

て
良

好
な

空
間

の
創

出
を

図
る
必

要
が

あ
る

。
水

と
み

ど
り

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

想
に

基
づ

き
、

佐
賀
城

跡
と

駅
を

結
ぶ

都
心

軸
（

シ
ン

ボ
ル
ロ

ー
ド

軸
）

に
対

し
て

、
十

間
堀

川
周

辺
は

河
川

特
有

の
連

続
し

た
オ

ー
プ
ン

ス
ペ

ー
ス

を
生

か
し

た
環

境
軸

と
し
て

、
水

と
緑

が
豊

か
な

ゆ
と

り
の

空
間
に

整
備

す
る

。
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